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本研究は、保育の質が子どもの発達やストレスに及ぼす影
響過程を解明し、保育の質の保障・向上に向けた自治体の取
組を把握することで、自治体の取組を構想・実装しようとす
る研究である。 
日本において保育の質に関するデータが乏しい中、「過程の

質」をどう評価するかという問題を孕みつつも、「構造の質」
「過程の質」の両面からアプローチする本研究の実用・政策
的価値は高く、社会的課題に応える波及効果が期待できる。
また、研究グループの研究能力は高く、研究環境も十分に整
っている。 

 
  


